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熊本大学大学院社会文化科学教育部博士前期課程教授システム学専攻 
 

学生番号  226-G8847  氏  名  德永 恵理子  
 
 

修士論文要旨  （日本語） 
 
題  目 
 
遠隔学習における動機づけ強化のための対話型 Moodleメッセージプラグイン開発 
－ChatGPT による Relevance/Confidence を喚起するメッセージの自動作成－ 
 
 
要  旨 
 
本研究では，遠隔学習において，ARCS動機づけモデルと ChatGPTを活用して学習者

の学習意欲と学習継続可能性を向上させる支援を行うための新たなアプローチを提案す
る． 
本研究は，成果物としてMoodleメッセージプラグインを開発し，学習者からのヘルプ

シーキングに相当するメッセージ受信時の機会をとらえ，支援メッセージ草案を
ChatGPTの API を活用して自動生成し，学習者の Relevance（関連性）と Confidence
（自信）を喚起することを目指している． 
本研究では，学習者の学習継続に効果的な，対話による学習支援を行うための，Moodle

を中心とした取り扱いやすく汎用性のあるシステム構成を構築し，ChatGPT を用いた学
習支援の効率化に寄与する． 
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修士論文要旨  （英語） 
 
題  目 
 
Development of interactive Moodle message plug-in to enhance motivation in distance 
learning: Automatic creation of messages to evoke Relevance/Confidence using ChatGPT 
 
 
要  旨 
 
This study proposes a new approach to support learners in distance learning by improving 
their motivation and easier to continue learning by utilizing the ARCS Motivation Model 
and ChatGPT. 
As a deliverable, this study develops a Moodle message plug-in to automatically generate 
drafts of supportive messages at the timing of the reception of learner’s help-seeking 
message and stimulate learners' Relevance and Confidence by capturing opportunities. 
This research aims to make learning and learning support more effective by eliciting and 
strengthening the learner's own motivation, and at the same time, to contribute to the 
efficiency of learning support using ChatGPT by constructing an easy-to-handle system 
configuration centered on Moodle. 
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第 1章 はじめに 
 
 1.1 研究の背景 

社会人の学びについて，いわゆる自己啓発のうち仕事や業務に資するものについて
は時間的配慮を行うことが望ましい(厚生労働省 2022)とされているが，自己啓発と
されながらも職場に新しいスキルと成果をもたらす学習までが，引き続き受講者自身
のプライベートの時間管理に委ねられている．学習者本人が希望して受講申込する社
会人の遠隔教育において，当初の学習や修了に向けた意志にもかかわらず，事前課題
等への取組みで自己管理学習ができないケースが見られる．こうしたドロップアウト
を防止するためには，学習支援者による継続的なモニタリングや介入が有効であるが、
そのための時間的負荷や人員の確保の難しさが課題として大きい。 
本研究のリサーチクエスチョンのもととなった，学習支援の事例をサンプリングし，

いつどのような躓きメッセージが学習者から発せられ，それに対してどのように介入
したことが脱落防止に効果的であったかを探った．その結果，非同期型の遠隔学習に
おいて事前課題の提出前に躓いている場合，定型的な学習支援を行っている中で学習
者から躓きについて報告，すなわちヘルプシーキングがあったものを捉えて， 
Relevanceと Confidenceを喚起する対話が行われていたことがわかった．また，定型
的な学習支援を複数回，さらに個別のメッセージを送信する学習支援を行ったところ，
ヘルプシーキングが一歩進んだものと考えられた． 

 
 1.2 研究の目的 

本研究では，社会人含め，遠隔教育において適切な時期に，学習者の興味関心に即
した対話型メッセージを，ChatGPT の API を活用して草案作成し，その微調整と管
理を Google スプレッドシートで行いながら，Moodle メッセージ機能で送信する流
れに集約する Moodleプラグインを開発する．これにより，遠隔学習において，学習
者の同期学習へ向けた準備を効率化する．結果的に，これまでと効果はほぼそのまま
に効率を改善し，学習者のドロップアウト防止を行う． 
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第 2章 先行研究・関連研究 
 
 2.1 先行研究 

石見ら（2022）は，Moodle のログデータを用いて学習支援を行い，同期型学習を
促進した．その際，Moodle とは別の提案システム，プッシュ通知管理システムを使
用している．本研究は，よりシンプルに Moodleメッセージ送信に絞り，学習者別に
やりとりのプロセスを残しながら ChatGPTを API 活用し， Moodle を活用している
学習者がMoodle以外のシステムを導入することなく学習支援者からのメッセージを
受信できる Moodle プラグインを開発する． 
また，動機づけ強化の目的で Moodle メッセージ機能を活用したものとして，浅井・

江木（2017）の研究があり，これは外的動機づけとして学習促進を行っている．本研
究は，学習者が自らの理由をもって学習を継続するため，ARCS動機づけモデルに基
づく個別メッセージをもって学習支援を行うようシステムを設計し，ChatGPT を活
用した Relevance と Confidence を喚起する対話のため草案作成を実現する． 

 
 2.2 関連研究 

本研究は，遠隔学習である「ID講座」を対象として設計に着手した．これに関連す
る研究としては，天野ら（2019）が ARCS 動機づけモデルに基づき，個別フィードバ
ックをデザインすることで Satisfaction（満足度）を向上させ，学習促進に繋げている． 
また，ARCS 動機づけモデルについては，鈴木（1995）により，その中核が Relevance

（関連性）と Confidence（自信）であることが示されている． 
本研究では，学習支援に Relevance と Confidence を取り入れたメッセージの草案

自動作成 Moodleプラグインを開発し，効果的・効率的に学習支援者を支援し，学習
者のドロップアウト防止に貢献する． 
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第 3章 Moodleプラグインの開発 
 
 3.1 概要 

本研究の開発対象は，学習者および学習支援者を支援するための機能を搭載した
Moodleプラグイン 1種類とした．本プラグインは，Python，OpenAI ChatGPT API ，
Moodle Web Service API ，Google Spread Sheet API により動作する．以下に，学習
者と学習支援者の対話の流れを示す． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 3.2 対象者 
対象者は，遠隔学習を行う学習者と，その学習支援者とし，学習者に合わせた

Relevance と Confidence を喚起する対話を実現すべく，想定される学習者の分析を
行った．以下は，想定される学習者の例である． 
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 3.3 操作方法（事前準備） 
本システムには，事前に，Moodle コース URL，送信者とするアカウントのユーザ

名およびパスワードを設定する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、プロンプト

情報に追加したい情
報がある場合は，
Google スプレッド
シートの所定の欄に
追加できるようにし
ている． 

 
 
 

 



8 
 

 3.4 操作方法（運用時） 
本システムの運用時の操作のながれは，以下の通りである． 
 
①ヘルプシーキングのあった学習者の Moodleユーザ IDを所定の欄に入力 
②プロンプトに追加したい情報があれば追加 
③「学習者からのメッセージ」を所定の欄に貼り付けし，実行ボタンを押下 
④ChatGPT により「生成された返信案」を確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤そのまま返信に使用する場合は「OK」にチェック／返信案を修正したい場合は，

「返信するメッセージ」として編集した上で「OK」にチェック 
⑥再度，実行ボタンを押下 
⑦Moodle メッセージ送完了／自動で「送信済」にチェックが入ったことを確認 
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また、同じ学習者とのやりとりについては、同じ Google スプレッドシートの次の
行へ貼り付けすることで，その前の内容を反映したコメント生成ができる． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第 4章 結果 
 
 4.1 動作結果 

本プラグインについて，新たに用意した Moodleコースへ適用したところ，問題な
く動作した．また，Moodle 既存機能の，学習者側のメッセージ受信時のメール自動
配信も正常に行われた． 

 
 4.2 ChatGPT への指示 

本プラグインの ChatGPT への指示は 2 箇所で行っている．ひとつはパラメータ，
もうひとつは，先述の通り Google スプレッドシートの所定の欄への入力で調整する
プロンプトである．それぞれには以下のような設定をすることで，Relevance と
Confidenceを喚起するメッセージとして，より望ましい結果が得られた． 

 
①パラメータ 
 "あなたはとても優しくて優秀なアシスタントです。" 
 
②プロンプト 
 ・文字数の指定（"200字程度で短く回答してください。" 等） 
・学習支援者の表現の特長（"語尾に「ね」はつけないでください。" 等） 
・"受講を辞退させないでください。" 



10 
 

 ・"以下の回答例を参考にして回答してください。" 
・箇条書きの文例（複数／一人分でもより細かく箇条書きにする） 
※"ARCSモデルを用いて"といったような指示は有効ではなかった． 

 
 4.3 学習支援の効率化と実用化 

学習支援者の体感では，やり取りの確認をしなくて済む点やメッセージ経路に合わ
せた各種配慮をする必要がなかった点で，学習支援の効率が向上したと感じられた．
しかしながら，その数値的エビデンスは確保できていない．また，本プラグインは実
用前段階であり，実用までには次項の考察に述べるような改善が必要である． 

 
 
第 5章 考察 
 
 5.1 得られた成果 

 本研究を通じて，学習支援者が，学習者のヘルプシーキングの機会を捉えて学習
者の Relevance と Confidence を喚起するメッセージを作成する際に活用できる
Moodle プラグインを開発した．これにより，平易な事前準備で学習支援の時間的負
荷を軽減でき，対話のプロセス上で学習支援の記録を残しながら，遠隔学習における
ドロップアウトを防止できるようになった．  

 
 5.2 今後の課題 

今後は以下のような改善と検証を行うことで，より確かで使いやすいシステムへと
改修していくことが必要である． 

 
① 改善：パラメータ設定とスプレッドシート内情報追加欄の区分 

パラメータには ARCS モデルの説明とその適用を設定し，スプレッドシート内
情報追加欄には箇条書きした文例を設定し，スプレッドシートの文例は適宜追
加できるものとする．これにより，最終的に人間の目で判断するだけでなく、
Relevance/Confidence喚起のための固有の設定は守りつつ，現場の事例の追加
を促進しやすくなり，学習支援者のユーザビリティも向上する可能性がある． 

 
② 検証：既存の方法との比較検証 

学習支援者の作業効率について語る際，従来の方法，例えばメールで来たメッ
セージにメールで返信する場合では，宛名を確認するなど，コメント内容以外
にもメール対応の作法に則って作業を行うため，文章作成そのものだけでなく，
対応の全行程を比較することになる．学習支援者は心身および時間の負担を感
じており，その負担がどれほど削減されるかの例が求められている． 
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③ Relevance/Confidence を高める視点から介入を行うことの妥当性を示す 

本研究の事例とした「ID講座」では ARCSモデルに基づくアンケートを実施し
ている．上記１および２の実施後，その実用を行い，アンケート結果の変化を
確認する必要がある． 
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